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衆
議
院
議
員
橘
慶
一
郎
君
提
出
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
の
平
成
二
十
三
年
三
月
期
決
算
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

日
本
郵
政
株
式
会
社
か
ら
は
、
お
尋
ね
の
「
背
景
事
情
」
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
か
ん
ぽ
の
宿
」
等
の
一
括
譲
渡
を
め
ぐ

る
問
題
に
関
し
、
平
成
二
十
一
年
四
月
に
総
務
大
臣
か
ら
発
出
さ
れ
た
「
日
本
郵
政
株
式
会
社
法
第
十
四
条
第
二
項
に
基
づ

く
監
督
上
の
命
令
等
」
、
平
成
二
十
二
年
五
月
に
総
務
省
の
日
本
郵
政
ガ
バ
ナ
ン
ス
検
証
委
員
会
が
公
表
し
た
「
日
本
郵
政

ぜ
い

ガ
バ
ナ
ン
ス
問
題
調
査
専
門
委
員
会
報
告
書
」
等
に
お
い
て
、
同
社
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
脆
弱
性
等
が
指
摘
さ
れ
た
こ
と

な
ど
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

二
及
び
三
に
つ
い
て

郵
便
事
業
株
式
会
社
か
ら
は
、
ゆ
う
パ
ッ
ク
事
業
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
二
年
七
月
に
Ｊ
Ｐ
エ
ク
ス
プ
レ
ス
株
式
会
社
の

宅
配
便
事
業
を
統
合
し
た
後
、
収
支
が
大
き
く
悪
化
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
業
務
量
に
応
じ
た
要
員
配
置
の
適
正
化
、

集
配
委
託
契
約
や
運
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
見
直
し
に
よ
る
運
送
委
託
費
の
削
減
等
に
よ
り
、
収
支
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
聞
い
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
二
十
三
年
四
月
に
社
内
に
設
置
し
た
郵
便
再
生
本
部
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
推
進

す
る
た
め
、
当
該
取
組
に
係
る
社
内
の
総
合
調
整
、
進
�
管
理
等
を
行
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

一



四
に
つ
い
て

郵
便
局
株
式
会
社
か
ら
は
、
お
尋
ね
の
「
背
景
事
情
」
と
し
て
、
同
社
に
お
い
て
、
長
期
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、
被
害
金

額
が
高
額
に
上
る
業
務
上
横
領
等
の
部
内
犯
罪
（
以
下
「
長
期
高
額
犯
罪
」
と
い
う
。
）
が
発
生
し
た
こ
と
に
関
し
、
平
成

二
十
一
年
十
二
月
に
、
関
東
財
務
局
長
か
ら
銀
行
法
（
昭
和
五
十
六
年
法
律
第
五
十
九
号
）
第
五
十
二
条
の
五
十
五
及
び
保

険
業
法
（
平
成
七
年
法
律
第
百
五
号
）
第
三
百
六
条
に
基
づ
く
業
務
改
善
命
令
を
、
総
務
大
臣
か
ら
郵
便
局
株
式
会
社
法
（

平
成
十
七
年
法
律
第
百
号
）
第
十
三
条
第
二
項
に
基
づ
く
監
督
上
の
命
令
を
、
そ
れ
ぞ
れ
受
け
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
同
社
が

平
成
二
十
二
年
一
月
に
関
東
財
務
局
長
及
び
総
務
大
臣
に
提
出
し
た
業
務
改
善
計
画
に
基
づ
き
、
全
社
的
な
法
令
等
遵
守
意

識
の
徹
底
等
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
部
内
犯
罪
の
根
絶
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
年
十
月
に

郵
便
局
長
に
よ
る
長
期
高
額
犯
罪
が
発
覚
す
る
な
ど
部
内
犯
罪
が
依
然
と
し
て
発
生
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
あ
る
と
聞
い
て

い
る
。

五
に
つ
い
て

郵
便
局
株
式
会
社
か
ら
は
、
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
戸
籍
謄
本
、
住
民
票
の
写
し
等
の
公
的
証
明
書
の
交

付
や
公
営
バ
ス
回
数
券
の
販
売
等
を
、
ま
た
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
サ
ー
ビ
ス
を

二



利
用
し
た
年
金
加
入
記
録
の
交
付
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
、
地
域
の
活
性
化
や
住
民
の
利
便
性
の
向
上

に
つ
な
が
る
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

株
式
会
社
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
か
ら
は
、
お
尋
ね
の
「
理
由
」
と
し
て
、
保
有
外
国
証
券
の
残
高
が
増
加
し
、
保
有
資
産
に
当

該
資
産
の
種
類
に
応
じ
た
リ
ス
ク
・
ウ
ェ
イ
ト
を
乗
じ
て
算
出
さ
れ
る
信
用
リ
ス
ク
・
ア
セ
ッ
ト
の
額
の
合
計
額
が
増
加
し

た
こ
と
な
ど
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
政
府
と
し
て
は
、
同
社
が
、
預
金
者
等
の
信
認
を
確
保
す
る
た
め
、
自
己
資
本
の
充

実
を
図
り
、
リ
ス
ク
に
応
じ
た
十
分
な
財
務
基
盤
を
保
有
す
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
お
尋
ね
の
「
望

ま
し
い
自
己
資
本
比
率
の
水
準
」
に
つ
い
て
具
体
的
な
数
値
を
お
示
し
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

七
に
つ
い
て

株
式
会
社
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
か
ら
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
期
決
算
に
お
い
て
、
金
銭
の
信
託
に
お
い
て
信
託
財
産
と
し
て

運
用
さ
れ
て
い
る
株
式
で
、
そ
の
時
価
が
取
得
原
価
に
比
べ
て
著
し
く
下
落
し
、
取
得
原
価
ま
で
回
復
す
る
見
込
み
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
な
い
も
の
に
つ
い
て
、
減
損
処
理
額
と
し
て
約
百
九
十
六
億
五
千
三
百
万
円
を
計
上
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

八
に
つ
い
て

三



株
式
会
社
か
ん
ぽ
生
命
保
険
か
ら
は
、
同
社
が
再
保
険
契
約
を
締
結
し
て
い
る
独
立
行
政
法
人
郵
便
貯
金
・
簡
易
生
命
保

険
管
理
機
構
が
保
有
す
る
旧
簡
易
生
命
保
険
契
約
が
減
少
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
前
年
度
に
保
険
契
約
の
将
来
の
支
払
に
備

え
て
積
み
立
て
た
責
任
準
備
金
を
一
旦
全
額
取
り
崩
し
た
金
額
と
、
当
年
度
の
責
任
準
備
金
と
し
て
必
要
額
を
新
た
に
全
額

積
み
立
て
た
金
額
と
の
差
額
で
あ
る
責
任
準
備
金
戻
入
額
が
発
生
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
「
今
後
の
水
準
の
見
通
し
」
に
つ
い
て
は
、
保
有
す
る
保
険
契
約
の
動
向
に
よ
る
た
め
、
お
示
し
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

四


